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１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

マグネシウム合金は,実用金属中で最も軽く,比強度,放熱性,切削性に優れる等多く

の利点を有し,近年その実用が拡大している。構造部材としてマグネシウム合金の用範

囲を拡大のためには,その耐食性,摩擦摩耗特性,耐スクラッチ性の改善が急務である。

そこで本研究では,科学的安定性・耐磨耗性に優れるDLC被膜をマグネシウム合金に付

与することで,構造部材としてのマグネシウム合金の実用化を目指し研究を行った。 

（２）実施内容 

 本研究では,化学的安定性・耐摩耗性に優れるDLC被膜をマグネシウム合金に付与する

ことで,構造部材としてのマグネシウム合金の実用化を目指している。今までは,マグネ

シウムの耐食性を改善するためにさまざまの条件でのプラズマ酸化処理をマグネシウ

ム基板の表面に行い,その耐食性の評価を電気化学実験を用いて行った。また,ダイヤモ

ンドライクカーボン膜（DLC膜）をマグネシウム基板にコーティングすることによる耐

腐食特性を改善するための研究を行った。プラズマ酸化処理は,バイポーラプラズマ利

用イオン注入成膜法を用いて，処理条件としては，正の高電圧，負の高電圧を変化させ

ながら行った。また，プラズマ酸化処理の効率は，光電子分光分析の深さ分析を用いて

行った。マグネシウム合金の基板に酸化処理を施すことで，酸化皮膜の厚みは増してい

ることが光電子分光分析から確認できた。また，マグネシウム基板にプラズマ酸化処理

を施すことで，腐食電位の上昇，腐食電流の低下が認められた。酸化膜の深さは，正・

負の高電圧パルスの大きさ，パルス周波数，処理時間などにより異なり，最適の処理条

件が存在することが分かった。マグネシウム合金にDLC膜をコーティングすることで，

腐食電位の上昇，腐食電流の低下が認められた。また，DLC膜の膜厚，構造，組成によ

り耐食性，密着性が異なることが分かった。また，酸素プラズマ処理およびDLC膜のコ

ーティングの複合処理により、さらにマグネシウム合金の耐食性は向上した。 

（http://www.geocities.jp/jhchoijp/） 

 

２ 予想される事業実施効果 

実用金属中で最も軽く，比強度が優れるマグネシウム合金を自動車等の運送機械に

おける構造部材に応用することが可能になり，二酸化炭素の削減に大いに貢献できる。 

 



３ 本事業により作成した印刷物等 

DLC膜によるマグネシウム合金の耐食性・機械特性向上 

(http://www.geocities.jp/jhchoijp) 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

所属機関名： 東京大学大学院工学系研究科機械工学専攻表面機能工学研究室（トウ

キョウダイガクダイガクインコウガクケイケンキュウカキカイコウガクセンコウヒョ

ウメンキノウコウガクケンキュウシツ） 

住   所： 〒113-8656 

東京都文京区本郷７－３－１ 

申 請 者： 准教授 崔 埈豪（チェ ジュンホ） 

担 当 部 署： 機械工学専攻（キカイコウガクセンコウ） 

ＵＲＬ ： http://www.geocities.jp/jhchoijp 


